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特定非営利活動法人（NPO法人）
カシオペア医療介護支援センターの
活動の方向性について

事務局 二戸市福岡字八幡下11番地１
0195-26-9335 FAX 0195-26-933６

e-mail himehotaru.npo@gmail.com

令和６年４月１日
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特定非営利活動法人カシオペア医療介護支援センター

「ひめほたるネット」の活動から発展して、カシオペア医療介護支援センターが設立され、その活動を
継承しながら、次への活動に繋げていこうとしています。

令和４年２月 「非営利特定活動法人カシオペア医療介護支援センター」設立
理事長に岩手県立二戸病院副院長 高橋 浩氏選出
サイボウズ（株）「kintone」の情報共有ツールを使用して地域内医療・介護連携強化を図るものと

する。
内閣府設立認証 令和４年２月１６日
法務局登記 ２月２２日

令和５年６月 NPO法人カシオペア医療介護支援センターのホームページ開設

https://casiopea-net.or.jp/

特定非営利活動法人カシオペア医療介護支援センターの目的
当法人は、カシオペア地域の住民が安心できる生活を実現するために、地域包括ケアシステムによる

在宅医療介護連携推進に取り組むとともに、ＩＣＴシステムを活用した医療、介護、福祉の連携を図る
活動を包括的に行うことを目的とする。

役 員
理 事 長：高橋 浩
副理事長：菅原 光宏、中田 勇司
理 事：森川 伸彦、金澤 悟、駒木 彬了、菊池 英理子、田中舘 淳一
監 事：川村 英一、生内 雅史（泉山 武將）

事務局
常勤職員：漆田 薫、高倉 希穂
嘱託職員：阿部 誠、田中舘 淳一（理事兼務）
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令和５年9月25日、岩手県立一戸病院在宅医療科においてカシオペアNET
（kintone）訪問看護アプリの使用説明を行ってきました。
これまで、二戸訪問看護ステーションで使用してきた実績をもとにカシオペア

地域内での使用拡大を目指して一戸病院と軽米地域（軽米病院を通じての拡大）
と話し合いを進めてきたなかでの取組みです。

岩手県立一戸病院在宅医療科においてカシオペアNET（kintone）
訪問看護アプリの使用説明会を開催

説明会では、参加者の皆様
から、患者さんの容態を医師
、ケアマネージャー、薬剤師
等と簡単に共有できるアプリ
の利便性に対して喜ぶ声が聞
かれました。
これから一戸病院訪問看護

における使用が進み、それに
伴った医師、薬剤師及びケア
マネージャー等の使用が増え
てくれることを期待していま
す。
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当法人は、情報通信技術（ICT）の活用で医療・介護・行政の
連携を図りカシオペア地区の地域包括ケアシステムを構築するこ
とを目指して令和4年2月に設立いたしました。

〇現在の活動について
カシオペアNETシステムの活用により、医療・介護・行政関係者がよ

り連携しやすい環境を構築し「住民が安全で安心して医療・介護・福祉
が受けられる地域」を目指して活動しています。
これまで在宅医療において紹介状や電話で共有していた患者さんの容

態をカシオペアNETを使用することで、より早い治療に繋がっています。
また、利便性のあるシステムの開発や利用拡大に向けた研修会の開催

や地域の課題について市町村関係者との意見交換も行っています。

〇今後の展開について
患者さん一人ひとりに合わせたサービスを展開するためにシステム開

発を進めるとともに医療・介護現場での円滑な連携をさらに進めていき
ます。
また、システム利用拡大により医療・介護従事者の負担軽減にも繋が

るよう活動を展開していきます。



市町村では、 ２０２５年に向けて、３年ごとの介護保険事業計画
の策定・実施を通じて、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じた地域包括ケアシステムを構築していくことになります。
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地域包括ケアシステムの姿（二戸地区のシステムの深化・推進）
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当法人では、カシオペア地区の「在宅医療に必要な連携を担う拠点」
としての対応を目指して、体制整備等に取り組んでいます。

●在宅医療に必要な連携を担う拠点とは 市町村が行う在宅医療・介護連携推進事業
の取組と連携を図ることが重要になります。

●在宅医療に必要な連携を担う拠点に求められる事項は次のとおりです。
・地域の医療及び介護等の関係者による会議を定期的に開催し、在宅医療における
提供状況の把握、災害時の対応を含む連携上の課題の抽出及びその対応策の検討
等を実施すること

・地域包括ケアシステムを踏まえた在宅医療の
提供体制を整備する観点から、地域の医療及
び介護、障害福祉サービスについて、所在地
や機能等を把握し、地域包括支援センター等
と連携しながら、退院時から看取りまでの医
療や介護等のサービスにまたがる様々な支援
を包括的かつ継続的に提供するよう、関係機
関との調整を行うこと

・質の高い在宅医療をより効率的に提供するた
め、関係機関の連携による急変時の対応や24
時間体制の構築など他職種による情報共有の
促進を図ること

・在宅医療に係る医療及び介護、障害福祉関係
者に必要な知識・技能に関する研修の実施や
情報の共有を行うこと

・在宅医療に関する地域住民への普及啓発を実
施すること 9
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サイボウズ（株）のアプリソフトである「kintone」を本NPO法人では「カシオペアNET」という名称で活用してい
ます。住民本人の情報を「見る・書く・知ること」ができることで、最適な医療・介護サービスを受けることができ、
医療・介護・福祉関係者は必要な情報を共有することで最適な医療・介護サービス提供ができることで両者
「ＷＩＮ ＷＩＮ」の地域環境が出来るようになります。
住民本人が自分の「健康手帳」（仮称）として「カシオペアＮＥＴ」を活用し、最終的に介護の初期段階から看
取りまでを地域で情報管理することが目標です。
この環境は２０２７年度中の完成を目標として２０２４年までに医療に関わるシステムの構築、２０２６年度ま
でに介護関係、さらに２０２７年度には終末期患者の情報を救急行政が情報共有できるように進めていきます。

住民・家族

病院・クリニック・訪問看護・
歯科クリニック・調剤薬局

介護施設・ケアマネージャー

包括支援センター kintone

包括支援センターから
介護施設・ケアマネージャーへ連絡（カシオペアＮＥＴ活用のほか、
電話等での連絡）

訪問診療・訪問看護・口腔ケア・薬剤情報・
多職種カンファレンス・予約アプリ

入居空き状況・利用者情報提供・利用者支援

書き込み用
ホームページ

段階的に・・・
●在宅医療・看護及び歯科・口腔ケア、調剤薬局情報の共有
●包括支援センターにおける住民情報の共有と住民支援
●在宅看取りにかかる医師・看護師と介護従事者の情報共有
●住民本人が「見る・書く・知ること」ができる環境の提供
●救急行政との情報共有

困りごと・相談・支援依頼・閲覧

困りごと・相談
（直接相談）

支援者情報の取得・
利用者支援・トリアージ

救急行政 救急患者の情報取得
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安心して医療・介護を受けられる地域と住民・家族と想いを共有し希望に
満ちた人生を支援する地域の創造へ

カシオペア地域の住民が円滑な医療・介護・福祉行政を享受できるシステ
ムを創造することを目的に、「カシオペアＮＥＴ」を開発・使用・活用して
いきます。
特に、住民の方々が自身の状態や想いを閲覧及び入力発信できる住民本人
のための「健康手帳」（仮称）機能を備えることを最終目的に段階的に進め
ていくこととします。

３段階に進めることとした計画については、次のとおりとなりますが、そ
れぞれの段階の中では、住民への啓発や「カシオペアＮＥＴ」を主に使用す
る従事者への趣旨・操作説明等の啓発活動について力を入れていくことが大
きな課題となります。
なにより、医療・介護・福祉行政の大きな連携とＮＰＯ法人はもとより地
域全体で住民の健康を守る意識を高めることを主題とします。
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第１段階 First phase（ファースト フェーズ） ２０２２年度から
在宅医療・看護による在宅療養の推進と在宅介護連携に向けた情報の共有

・ 患者と在宅療養希望を共有し医師による在宅療養の指示発信

・ 患者及び家族と在宅医療従事者との療養情報共有の必要性について説明と承諾取得

・ 入所条件などの施設窓口情報の充実

・ 訪問看護師及びケアマネージャーによる在宅患者の状態と生活環境の確認とデータ化

・ 訪問看護師による在宅患者の容態・治療経過や意識変化についての記録

・ 医師との容態経過の共有と治療指示の発信

・ 情報共有シートを活用した患者・利用者情報の共有

・ 患者の治療経過を在宅医療従事者（医師・歯科医師・薬剤師・看護師・ケアマネージャー）

によるカンファレンスによる情報共有と治療方針の確認（zoom活用による時間負担軽減）

・ 包括支援センターが在宅介護移行にかかり必要な患者情報の取得

・ 「カシオペアＮＥＴ」使用にかかる収入確保のため、参加施設等からの参加費徴収を開始
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第２段階 Second phase（セカンド フェーズ） ２０２５年度から
在宅介護における利用者情報の共有と本人・家族が希望する円滑な施設
入所を推進する包括システムの構築

・ 利用者・家族の希望する在宅介護の聞き取りと共有

・ 歯科・口腔ケア情報の取得・入力

・ 調剤薬局の在宅情報の取得・入力

・ 利用者の情報共有で包括支援センター及びケアマネージャーによる介護度に応じたケア

プランの支援

・ 希望介護施設の確認と施設入所までのプロセス管理

・ 医療から介護に移行した利用者の容態及びケア状態の記録

・ 介護従事者及び医療従事者とのカンファレンスによる介護状態の共有（「カシオペアＮＥＴ」

とzoom連動活用による時間負担軽減）

・ 在宅看取りにかかる医師と介護従事者の共有

・ 包括支援センター等行政による患者動向のデータ取得による地域在宅療養の実態把握
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第３段階 Third phase（サードフェーズ） ２０２７年度から
住民・患者情報の本人利用、住民個人の希望を従事者全体で共有できる
アプリ開発で地域全体で共有する包括システムへ

・ 「カシオペアＮＥＴ」を活用した利用者・家族も参加するカンファレンスの実施

・ 住民が自身の状態を閲覧することができ、さらに状態を入力できる「健康手帳」（仮称）

機能を作成して活用する

・ 住民が事前確認書（ＡＣＰ）作成することができる

・ 終末期患者・家族からの状態発信を訪問看護及び救急行政が情報共有できることによる

患者支援（看取り支援も含む）

・ 住民情報を本人・家族・医療・介護・行政が共有することで日常からの容態・意識変化に

呼応した地域全体の支援の確立
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二戸市、一戸町、軽米町、九戸村の４市町村、それぞれの地域包括支援センター、二戸地
区広域行政事務組合と一緒になって、それぞれの地域包括ケアシステムをしっかりと構築し
運営していくことが、極めて重要なことです。
地域包括ケアシステムの市町村への義務付けは、介護保険法に基づいており、市町村は、

2025年を目途に、3年ごとの介護保険事業計画の策定・実施を通じて、地域の自主性や主体
性に基づき、地域の特性に応じた地域包括ケアシステムを構築していくことが求められてい
ます。
当NPO法人である特定非営利活動法人カシオペア医療介護支援センターでは、各市町村の

自主性や主体性に基づく地域包括支援システムを把握したうえで、それらと協調し、情報共
有しながら、円滑な運営に繋げるとともに、さまざまな問題課題を解決していく手助けをし
ていければと考えています。
円滑で的確な情報共有のために、情報通信技術（ICT）の活用で医療・介護・行政の連携を

図りカシオペア地区としての地域包括ケアシステムの構築を目指しています。
さらには、カシオペア地区の「在宅医療に必要な連携を担う拠点」としての活動に繋げて

いくことにしています。
これらのことは、当NPOが単独で動くものではなく、関係機関とともに一緒になった体制

により、対応していくものと考えています。
より良い形で行政、地域包括支援センター、医療、介護・福祉の連携を図っていくもので

すので、これからもご理解とご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

カシオペア医療介護支援センターの活動の方向性について 総 括

今後の取り組み
〇カシオペアＮＥＴ検討委員会の設置と活動の推進
〇「カシオペアＮＥＴ」を、福祉行政、医療及び介護を結ぶ地域全体の包括ケアに対応させ活用
〇法人の目的に賛同する福祉、介護、行政団体及び事業所のＮＰＯ法人への入会依頼


